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都道府県から歯科医療を
語る［第18回］

髙木　毅衆議院議員（福井2区）×山本 
有一郎福井県歯科医師連盟会長×近藤
貢福井県歯科医師連盟副会長×前川  
彰男福井県歯科医
師連盟理事長（4、5
面に記事掲載）

1 （平成 14年 1月 5日創刊） （平成 14年 10月 15日第三種郵便物認可）

　

本
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
ワ

ー
ル
ド
べ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
で
侍
ジ
ャ
パ
ン
が
見
事

優
勝
し
ま
し
た
▼
各
球
団
か
ら

集
ま
っ
た
選
手
が
試
合
を
重
ね

る
ご
と
に
一
致
団
結
し
、
選
手

間
の
絆
も
深
ま
り
、
苦
し
い

試
合
を
乗
り
越
え
全
勝
で
結
果

を
出
し
た
こ
と
に
会
員
の
皆
様

方
も
感
動
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
▼
日
本
歯
科
医
師
連
盟
は

日
本
歯
科
医
師
会
を
側
面
か
ら

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
歯
科
界
の

発
展
に
資
す
る
政
策
実
現
の
た

め
の
政
治
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
活
動
を
行
う
上
で
は
組
織

力
が
大
切
で
す
が
、
10
年
程
前

に
80
％
を
超
え
て
い
た
会
員
組

織
率
が
最
近
で
は
80
％
を
切
っ

て
い
ま
す
。
会
員
組
織
率
の
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

会
員
の
先
生
方
に
日
本
歯
科
医

師
連
盟
は
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
た
だ
け
る
環
境
を
作
り
、
都

道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
の
先
生

方
と
一
致
団
結
し
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
感
じ
て
い
ま
す
▼

８
年
間
続
い
た
高
橋
会
長
は
政

策
実
現
の
た
め
多
く
の
結
果
を

出
し
て
き
ま
し
た
。「
国
民
皆

歯
科
健
診
」
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
に

な
る
か
単
打
に
な
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
国
民
の
健
康
に
役

立
つ
政
策
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
▼
こ
の
７
月
か
ら
太

田
新
会
長
に
引
き
継
が
れ
ま

す
。
日
本
歯
科
医
師
連
盟
の
更

な
る
活
動
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

広報委員
中村 文昭

日歯連盟ホームページ　https://www.jdpf.jp/

次期会長に太田謙司氏を選出!!
　

令
和
５
年
３
月
31
日
（
金
）
午
後
１
時
よ
り
歯
科
医
師
会
館
（
東
京
・
市
ヶ
谷
）
に
お
い
て

第
１
４
７
回
評
議
員
会
お
よ
び
令
和
４
年
度
褒
賞
授
賞
式
が
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年
度
の
事
業

計
画
と
予
算
案
が
可
決
・
確
定
す
る
と
と
も
に
８
名
の
功
績
者
が
表
彰
さ
れ
た
。
ま
た
第
８
号

議
案
と
し
て
次
期
会
長
及
び
監
事
の
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長
に
太
田
謙
司
氏
（
大
阪
府
）
が
、

監
事
に
村
山
利
之
氏
（
群
馬
県
）、
樋
口
壽
一
郎
氏
（
鳥
取
県
）、
大
山　

茂
氏
（
福
岡
県
）
が

選
出
さ
れ
た
（
任
期
は
令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
２
年
間
）。

第147回評議員会
　

73
名
の
評
議
員
が
実
出
席
し

マ
ス
ク
着
用
下
で
通
常
開
催
さ

れ
た
評
議
員
会
は
、
太
田
副
会

長
の
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、
藤

田
議
長
・
山
下
副
議
長
に
よ
る

進
行
の
も
と
議
事
録
署
名
人
の

指
名
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙

祷
の
あ
と
、
会
議
お
よ
び
褒
賞

授
賞
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

【
会
長
挨
拶
（
要
旨
）】

高
橋
英
登 

会
長　

物
価
高
で

諸
経
費
増
も
加
わ
り
大
変
厳
し

い
環
境
の
中
、
会
員
は
必
死
で

公
的
医
療
を
担
っ
て
い
る
。
他

業
種
と
違
い
自
ら
対
価
を
設
定

で
き
ず
、
赤
字
覚
悟
で
そ
れ
に

耐
え
て
い
る
。
危
機
に
あ
る

歯
科
界
を
安
心
し
て
医
療
を
継

続
で
き
る
環
境
に
す
る
の
が
役

目
。
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に

よ
る
追
加
の
支
援
策
が
３
月
末

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
が
、
今
回

は
無
床
診
療
所
を
含
む
一
律
の

定
額
補
助
が
明
記
さ
れ
た
。
診

療
報
酬
は
全
国
共
通
な
の
で
国

で
統
一
し
た
支
援
策
を
示
し
て

ほ
し
い
と
訴
え
て
き
た
こ
と
が

一
歩
前
進
し
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
経
営
原
資
が
伴
わ
ね
ば
従

業
員
の
給
与
に
も
反
映
で
き
な

い
。
山
積
す
る
課
題
に
歯
科
界

一
丸
と
な
り
対
峙
し
た
い
。

【
来
賓
挨
拶
（
要
旨
）】

堀　

憲
郎 

日
歯
会
長　

日
歯

福
祉
共
済
制
度
は
、
平
成
23

年
に
保
険
業
法
に
よ
り
福
祉
共

済
保
険
と
な
り
積
立
金
を
上
回

る
純
資
産
が
必
要
と
さ
れ
対
応

を
重
ね
て
き
た
が
、
今
般
そ
の

改
善
計
画
が
完
了
見
込
み
。
今

後
も
加
入
率
の
増
加
を
図
り
た

い
。
５
月
か
ら
コ
ロ
ナ
の
類
型

が
引
き
下
げ
ら
れ
る
が
、
歯
科

で
は
感
染
防
御
策
を
緩
め
る
こ

と
は
で
き
ず
、
各
所
に
そ
の
重

要
性
を
発
信
し
て
い
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
は
じ
め
と

す
る
医
療
の
Ｄ
Ｘ
が
急
速
に
押

し
寄
せ
て
い
る
が
、
国
の
計
画

通
り
に
進
め
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
に
つ
き
現
場
の
混
乱
を
招

か
な
い
方
策
を
国
に
要
望
。
こ

の
７
年
間
、
日
歯
連
盟
ら
多
く

の
支
援
に
よ
り
オ
ー
ル
デ
ン
タ

ル
で
取
り
組
め
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
。

【
国
会
報
告
（
要
旨
）】

島
村　

大 
参
議
院
議
員
（
祝

電
）　

統
一
地
方
選
前
半
戦
の

告
示
日
に
つ
き
出
席
が
叶
わ
な

い
が
、
全
国
の
歯
科
医
師
の
候

補
者
に
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
政
治
に

も
力
を
尽
く
さ
れ
て
い
る
評
議

員
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
益
々

の
ご
活
躍
を
祈
る
。

山
田　

宏 

参
議
院
議
員　

令

和
５
年
度
の
歯
科
関
係
予
算
は

前
年
度
比
13
・
２
％
増
で
成
立

し
、「
生
涯
を
通
じ
た
歯
科
健

診
（
い
わ
ゆ
る
国
民
皆
歯
科
健

診
）
推
進
事
業
（
５
・
４
億
円

余
）」
が
初
め
て
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
が
要
点
。
か
ね
て
か
ら

提
唱
し
て
き
た
「
口
の
健
康
管

理
か
ら
全
身
の
健
康
づ
く
り
を

充
実
さ
せ
、
結
果
的
に
国
民
皆

保
険
制
度
の
堅
持
に
繋
げ
る
」

こ
と
が
大
目
的
。
２
０
２
５
年

問
題
が
迫
る
中
、
自
民
党
Ｐ
Ｔ

事
務
局
長
と
し
て
次
長
の
比
嘉

議
員
ら
と
定
期
の
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
検
査
か
ら
診
療
に
結
び
付

く
制
度
設
計
や
時
間
軸
に
つ
い

て
具
体
的
な
協
議
を
重
ね
て
い

る
。
ま
ず
は
「
歯
科
口
腔
保
健

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
歯
科

口
腔
保
健
法
）」
を
改
正
す
る

こ
と
で
、
社
会
に
納
得
し
て
も

ら
う
基
盤
を
作
る
。
本
法
の
改

正
に
伴
い
、
自
治
体
の
関
連
条

例
も
改
正
を
要
す
る
。
健
診
の

対
象
者
を
段
階
的
に
拡
充
す
る

に
は
推
進
事
業
で
エ
ビ
デ
ン
ス

を
積
み
、
最
終
的
に
は
「
労
働

安
全
衛
生
法
の
改
正
」
に
よ
り

一
般
労
働
者
の
健
診
項
目
に
歯

次
期
会
長
と
監
事（
３
名
）を
選
出

令
和
５
年
度 

事
業
計
画・予
算
案
を
可
決

高橋会長

村山利之氏

樋口壽一郎氏

大山　茂氏

次 期 監 事 次 期 会 長

太田謙司氏

　褒賞規則第２条第三号に基づき、８名の先生が褒賞を受賞
されました。長きにわたり国民歯科医療の発展に大きく貢献
されたご功績に敬意を表し、謹んでお慶び申し上げます。今
後もますますご健康でご活躍されますよう祈念いたします。

横森俊雄 氏（岐阜県）

竹中　健 氏（山口県）

城村幸治 氏（大阪府）

片山　修 氏（新潟県）

山本壽一 氏（宮城県）

椎野喜一朗 氏（神奈川県）日置義照 氏（愛知県）

令和４年度 日本歯科医師連盟
褒賞受賞者

令和４年度 日本歯科医師連盟
褒賞受賞者

〈
２
面
に
続
く
〉

堀日歯会長

山田参議院議員

小栁壽美子 氏（岩手県）
※届出順（左上より順に）
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科
を
追
加
し
た
い
。
健
康
増
進

法
に
基
づ
き
自
治
体
で
行
わ
れ

て
い
る
歯
周
病
検
診
に
つ
い
て

も
、
色
々
な
方
策
で
受
診
率
を

向
上
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
首

長
ら
の
選
挙
に
際
し
て
は
、「
歯

科
の
専
門
職
を
行
政
の
職
員

と
し
て
採
用
す
る
」
旨
を
公
約

に
明
記
し
て
も
ら
う
こ
と
も
大

切
。
物
価
高
に
対
し
て
は
、
交

付
金
に
よ
る
追
加
の
支
援
策
が

示
さ
れ
た
が
、
厚
労
省
か
ら
自

治
体
宛
て
に
「
医
療
機
関
等
の

負
担
軽
減
に
向
け
た
積
極
的
な

活
用
」
を
促
す
通
達
が
な
さ

れ
た
の
で
各
所
で
周
知
さ
れ
た

し
。

比
嘉
奈
津
美 

参
議
院
議
員　

　

物
価
高
に
対
し
交
付
金
に
よ

る
医
療
機
関
支
援
が
実
効
性
を

伴
う
よ
う
行
政
に
働
き
掛
け
る

と
同
時
に
、
医
業
は
診
療
報
酬

で
の
対
応
も
必
要
に
つ
き
来
春

の
ト
リ
プ
ル
改
定
に
向
け
鋭
意

努
力
。
皆
歯
科
健
診
に
向
け
法

改
正
を
進
め
る
と
と
も
に
、
令

和
５
年
度
か
ら
「
歯
周
病
等
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
の
開
発

支
援
事
業
（
２
億
円
余
）」
が

始
ま
り
、
健
診
か
ら
治
療
・
定

期
管
理
に
結
び
付
け
る
方
策
を

模
索
中
。
妊
婦
の
口
腔
保
健
と

低
出
生
体
重
児
と
の
関
連
に
つ

い
て
は
、
事
務
局
長
を
務
め
る

国
民
歯
科
問
題
議
連
な
ど
で
問

題
提
起
。
歯
科
の
Ｄ
Ｘ
は
、
現

場
の
声
を
所
管
省
庁
に
伝
え
反

映
さ
せ
た
い
。
８
０
２
０
推
進

事
業
予
算
は
、
８
・
１
億
円
か

ら
11
億
円
に
増
額
さ
れ
、
実
施

主
体
が
政
令
市
か
ら
保
健
所
設

置
市
に
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
、
通

院
困
難
者
へ
の
対
応
、
健
診
後

の
受
診
勧
奨
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
ま
で
事
業
内
容
が
拡
大
。
こ

ど
も
食
堂
な
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連

携
し
た
こ
ど
も
の
口
腔
保
健
向

上
も
課
題
。
皆
歯
科
健
診
へ
の

取
組
み
を
契
機
に
、
口
の
諸
問

題
を
国
会
で
共
有
し
て
い
る
。

【
令
和
４
年
度 

褒
賞
授
賞
式
】

　

褒
賞
規
則
第
２
条
第
三
号
に

基
づ
き
、
竹
中　

健
氏
（
山
口

県
）、
片
山　

修
氏
（
新
潟
県
）、

椎
野
喜
一
朗
氏
（
神
奈
川
県
）、

日
置
義
照
氏
（
愛
知
県
）、
横

森
俊
雄
氏
（
岐
阜
県
）、
城
村

幸
治
氏
（
大
阪
府
）、
山
本
壽

一
氏
（
宮
城
県
）、
小
栁
壽
美

子
氏
（
岩
手
県
）
ら
８
名
の
永

年
の
ご
功
績
を
称
え
高
橋
会
長

か
ら
表
彰
状
と
功
績
章
が
贈
呈

さ
れ
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
片

山　

修
氏
か
ら
謝
辞
と
後
進
へ

の
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
、

会
場
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

　

浦
田
理
事
長
か
ら
一
般
会

務
・
会
員
数
報
告
が
、
神
田
副

理
事
長
か
ら
会
計
現
況
報
告
が

な
さ
れ
た
。
併
せ
て
物
価
高
に

対
す
る
都
道
府
県
別
の
支
援
内

容
お
よ
び
歯
科
議
連
の
発
足
状

況
・
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望

事
項
・
デ
ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
開
催
状
況
・
県
議
会
か
ら

国
民
皆
歯
科
健
診
の
実
現
を
求

め
る
意
見
書
な
ど
に
つ
い
て
報

告
が
あ
っ
た
。【

質
問
】

内
堀
典
保 
評
議

員
（
愛
知
県
）　

昨
年
９
月
に
地

方
交
付
金
の
交

付
が
決
ま
っ
た

際
は
、
情
報
が

少
な
い
中
で
県

庁
と
協
議
し
苦

労
し
た
が
、
今

回
は
閣
議
決
定

の
２
日
後
に
日

歯
連
盟
か
ら
迅

速
な
事
務
連
絡

が
届
き
御
礼
申

し
上
げ
る
。
一

方
、
社
団
か
ら
の
連
絡
は
約
１

週
後
と
時
間
差
が
み
ら
れ
た
た

め
、
密
に
連
携
を
図
っ
て
も
ら

い
た
い
。

柳
川
忠
廣 

評
議
員
（
静
岡
県
）

　

各
県
の
交
付
状
況
を
連
盟
が

詳
し
く
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
、

社
団
と
し
て
も
有
難
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
昨
年
９
月
の
内
閣
府

発
表
と
同
日
に
日
歯
が
発
し
た

文
書
が
あ
ま
り
読
ま
れ
な
か
っ

た
点
は
、
Ｐ
Ｒ
不
足
だ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
事

業
計
画

第
２
号
議
案　

令
和
５
年
度
会

費
の
額
並
び
に
徴
収
時
期

第
３
号
議
案　

令
和
５
年
度
一

般
会
計
収
支
予
算

【
質
問
】

山
田　

尚 
評
議
員
（
北
海
道
）

　

日
歯
と
連
盟
の
役
員
連
絡
協

議
会
費
が
12
回
分
予
算
立
て
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
意
気
込
み

は
い
か
に
。

高
橋
会
長　

日
歯
と
連
盟
の
峻

別
は
必
要
だ
が
、
日
歯
の
方
針

を
側
面
支
援
す
る
の
が
連
盟
の

基
本
的
姿
勢
。
役
員
同
士
の
日

程
調
整
が
困
難
な
実
務
面
も
あ

る
が
、
開
催
方
法
を
工
夫
し
会

議
体
と
し
て
の
連
携
を
更
に
深

め
た
い
。

内
田
朋
良 

評
議
員
（
島
根
県
）

　

広
報
費
の
令
和
５
年
度
予

算
は
、
前
年
度
と
比
較
し
約

８
４
０
万
円
減
額
さ
れ
る
が
、

そ
の
理
由
は
？

神
田
副
理
事
長　

令
和
４
年
度

は
、
参
院
選
も
あ
り
広
報
誌
を

数
多
く
発
行
し
た
が
、
令
和
５

年
度
は
年
６
回
の
通
常
発
行
と

な
り
減
額
が
見
込
ま
れ
る
。

内
田
評
議
員　

日
歯
の
広
報
と

重
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
の

で
、
互
い
に
話
し
合
い
無
駄
の

な
い
よ
う
共
同
で
ポ
ス
タ
ー
な

ど
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
連
盟
は

各
地
の
議
員
を
選
び
協
力
す
る

活
動
と
、
会
員
数
を
増
強
す
る

施
策
に
予
算
を
使
う
べ
き
。

第
４
号
議
案 

令
和
５
年
度
政

治
活
動
運
営
会
計
収
支
予
算

第
５
号
議
案 

令
和
５
年
度
選

挙
関
係
管
理
会
計
収
支
予
算

第
６
号
議
案 

令
和
５
年
度
役

員
退
職
金
積
立
金
会
計
収
支
予

算第
７
号
議
案 

令
和
５
年
度
運

営
基
金
積
立
金
会
計
収
支
予
算

　

第
１
号
か
ら
第
７
号
議
案
は

賛
成
多
数
で
原
案
通
り
可
決
・

確
定
し
た
。【
詳
細
は
６
～
７

面
に
掲
載
】

第
８
号
議
案 

次
期
日
本
歯
科

医
師
連
盟
会
長
及
び
監
事
の
選

出
　

選
挙
管
理
委
員
会
の
佐
藤 

剛 

委
員
長
（
東
京
都
）
よ
り
、

締
切
日
ま
で
に
会
長
候
補
者
に

１
名
、
監
事
候
補
者
に
４
名
の

届
出
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
い

ず
れ
も
立
候
補
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た

後
、
会
長
及
び
監
事
３
名
の
選

出
が
行
わ
れ
た
。
会
長
は
太
田

謙
司
氏
（
大
阪
府
）
が
無
投
票

で
選
出
さ
れ
た
一
方
、
監
事
は

評
議
員
73
名
に
よ
る
投
票
が
行

わ
れ
、
届
出
順
に
村
山
利
之
氏

（
群
馬
県
）
が
18
票
、
樋
口
壽

一
郎
氏
（
鳥
取
県
）
が
18
票
、

大
山　

茂
氏
（
福
岡
県
）
が
20

票
、
大
越
壽
和
氏
（
東
京
都
）

が
17
票
を
獲
得
し
、
村
山
氏
、

樋
口
氏
、
大
山
氏
が
選
出
さ
れ

た
。
な
お
、
役
員
の
選
出
は
規

約
に
基
づ
き
会
長
一
任
と
し
、

６
月
の
評
議
員
会
で
指
名
さ
れ

る
見
込
み
。

⑴
時
局
対
策
：
な
し

⑵
そ
の
他
：
事
前
質
問

　

木
村
宗
雄 

評
議
員
（
長
野

県
）
か
ら
「
国

民
皆
歯
科
健
診

実
現
に
向
け
た

日
歯
連
盟
の
取

り
組
み
に
つ
い

て
」
の
質
問
お

よ
び
、
未
入
会

者
対
策
に
結
び

付
け
る
べ
く「
健

診
を
日
歯
へ
の

委
託
事
業
と
し

て
ほ
し
い
」
旨
の
要
望
が
だ
さ

れ
た
。
浦
田
理
事
長
は
、
要
望

に
理
解
を
示
し
「
歯
科
口
腔
保

健
法
改
正
の
次
は
、
日
歯
と
連

盟
が
中
心
と
な
り
健
診
の
制
度

設
計
を
し
た
い
」
と
答
弁
す
る

と
と
も
に
、
皆
健
診
の
実
現
に

向
け
「
各
都
道
府
県
議
会
か
ら

国
へ
の
意
見
書
」
の
提
出
に
協

力
を
呼
び
掛
け
た
。
山
田
参
議

院
議
員
は
、
歯
科
医
師
会
が
地

域
の
健
診
や
公
衆
衛
生
事
業
に

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
も

踏
ま
え
「
全
国
の
歯
科
医
師
か

ら
同
様
の
声
が
多
数
聞
か
れ
、

現
場
の
要
望
は
認
識
し
て
い

る
」
と
応
じ
た
。

　

内
山
誠
也 

評
議
員
（
東
京

都
）
か
ら
「
通
常
退
会
者
の
退

会
理
由
に
つ
い
て
」
質
問
が
あ

り
、
家
田
副
理
事
長
か
ら
以
下

の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

退
会
理
由
（
多
い
順
に
）
：
１

閉
院
、
２
経
済
的
理
由
、
３
病

気
療
養
ま
た
は
出
産
育
児
、
４

会
費
に
対
す
る
費
用
対
効
果
が

感
じ
ら
れ
な
い
、
５
政
治
に
関

心
が
な
い
、
６
活
動
内
容
に
賛

同
で
き
な
い

　

太
田
副
会
長
は
「
連
盟
の
活

動
は
社
団
に
比
べ
見
え
難
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
日
歯
の
目
的

を
達
成
す
る
に
は
ど
う
し
て
も

政
治
活
動
が
必
要
」
と
し
、「
普

段
か
ら
広
報
な
ど
を
通
し
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
日

歯
と
連
盟
の
会
員
数
を
限
り
な

く
近
づ
け
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
っ
た
。
内
山
評
議
員
か

ら
は
、「
連
盟
の
会
費
が
高
い
」

と
す
る
若
手
歯
科
医
師
の
声
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
昨
年
末
に
規
約
・

規
則
等
改
正
検
討
委
員
会
（
冨

田　

滋 

委
員
長
）
か
ら
答
申

さ
れ
た
連
盟
規
約
・
規
則
等
改

正
案
の
概
要
が
浦
田
理
事
長
か

ら
報
告
さ
れ
た
。
主
な
改
正
案

は
次
の
３
点
。
１
．
会
員
に
対

す
る
制
裁
：
現
行
は
「
戒
告
又

は
除
名
」
の
み
だ
が
「
会
員
資

格
の
停
止
」
を
追
加
。
ま
た
制

裁
を
審
査
す
る
「
規
律
委
員
会
」

を
新
設
。
２
．
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
評
議
員
会
の
項
目
を
新
設
。

３
．
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
候

補
者
に
会
員
で
な
い
者
を
推
薦

す
る
場
合
の
申
請
手
続
き
に
つ

い
て
、
要
件
を
追
加
。
こ
れ
ら

の
改
正
案
は
、
６
月
の
会
長
会

議
で
協
議
の
う
え
同
月
の
評
議

員
会
で
審
議
予
定
。

　

会
議
は
村
上
副
会
長
に
よ
る

閉
会
の
辞
を
以
っ
て
散
会
と

な
っ
た
。

〈
１
面
か
ら
の
続
き
〉

比嘉参議院議員

報
　
　
告

議
　
　
事

協
　
　
議

内堀評議員山田評議員

木村評議員

柳川評議員

内田評議員

内山評議員

藤田一雄議長（左）、山下智副議長（右）第147回評議員会
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す
る
予
定
で
あ
る
と
述
べ
た
。

【
国
会
報
告
】

◆
山
田　

宏 

参
議
院
議
員

　

現
在
審
議
さ
れ
て
い
る
来
年

度
予
算
に
つ
い
て
、
国
民
皆
歯

科
健
診
実
現
の
た
め
の
推
進
事

業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
歯
科
健
診
の
モ
デ
ル
事
業

を
市
町
村
等
に
も
拡
充
す
る
た

め
の
支
援
と
、
新
規
と
し
て
簡

易
な
検
査
方
法
へ
の
研
究
開
発

の
支
援
と
、
主
に
こ
の
２
つ
の

支
援
事
業
が
柱
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
予
算
だ

け
で
は
な
く
ど
の
よ
う
な
形
で

国
民
皆
歯
科
健
診
に
持
っ
て
い

く
の
か
、
こ
の
２
年
間
で
制
度

設
計
を
し
っ
か
り
と
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
厚
労
省
、

日
本
歯
科
医
師
会
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
法
案
の
成
立
に
向
け

て
努
力
を
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

◆
比
嘉
奈
津
美 

参
議
院
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
分
類
が
引
き
下
げ
ら
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
歯
科
医
療
の

持
つ
特
殊
状
況
の
現
場
か
ら
、

科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
引
き

続
き
感
染
防
止
対
策
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
発
言
し
て
い
る
こ

と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

後
に
生
じ
る
事
例
を
し
っ
か
り

と
検
証
す
る
よ
う
求
め
て
い
る

こ
と
、「
歯
科
口
腔
保
健
・
歯

科
保
健
医
療
の
充
実
・
強
化
関

連
予
算
」
を
有
効
に
使
う
た
め

に
綿
密
に
話
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
。

⑴
一
般
会
務
報
告

　

浦
田
理
事
長
よ
り
一
般
会
務

報
告
、
会
員
数
報
告
が
行
わ
れ

た
。

⑵
会
計
現
況
報
告

　

神
田
副
理
事
長
よ
り
会
計
現

況
報
告
が
行
わ
れ
た
。

⑶
そ
の
他

　

浦
田
理
事
長
よ
り
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
、
令
和

５
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
に
つ

い
て
、
各
種
会
合
予
定
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

◇
報
告
に
対
す
る
質
問
等

・
渡
部
隆
夫 

会
長
（
鳥
取
県
）

　

会
員
は
減
少
し
続
け
て
組
織

率
も
80
％
を
切
っ
て
以
来
、
再

浮
上
す
る
見
込
み
は
全
く
な
い

よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
原
因
と

こ
れ
に
対
す
る
対
応
策
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
お
聞
き
し
た
い
。

・
浦
田
理
事
長

　

日
歯
入
会
時
の
同
時
入
会
の

働
き
か
け
が
う
ま
く
機
能
し
て

い
な
い
と
考
え
る
。
会
員
拡
大

に
つ
い
て
方
策
は
練
っ
て
い
た

　

浦
田
理
事
長
の
司
会
の
も

と
、
村
岡
副
会
長
の
開
会
の
挨

拶
に
続
き
、
座
長
に
は
村
上
副

会
長
が
選
出
さ
れ
た
。

【
会
長
挨
拶
】

　
「
全
国
を
回
り
会
員
の
先
生

方
の
診
療
所
を
訪
問
し
た
際
、

患
者
の
少
な
い
診
療
所
が
多
く

あ
り
、
歯
科
が
疲
弊
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
」
と
述
べ
た
。

多
く
の
歯
科
大
学
の
定
員
割
れ

が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
も
触
れ
、「
歯
科
の
未
来

を
背
負
っ
て
立
つ
若
い
人
が

入
っ
て
き
て
、
は
じ
め
て
活
性

化
し
て
歯
科
が
盛
り
上
が
っ
て

く
る
。
そ
の
原
点
の
と
こ
ろ
が

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
若
い
人
が
歯
科
に
入
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
な
現
状
を
つ

く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
ほ
と
ん

ど
の
都
道
府
県
の
保
険
医
療
機

関
の
診
療
報
酬
の
平
均
点
数
が

減
少
し
て
お
り
、
都
道
府
県
に

よ
り
差
が
生
じ
て
い
る
と
し
、

指
導
・
監
査
等
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
も
、
大
規
模
県
と
小
規

模
県
の
差
異
が
あ
る
と
説
明
し

た
。「
歯
科
健
診　

全
世
代
で

促
進
」
の
記
事
を
紹
介
し
、「
先

進
的
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

る
県
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ

れ
が
国
と
し
て
一
括
の
制
度
と

し
て
進
ん
で
い
く
と
、
疲
弊
し

た
歯
科
を
回
復
さ
せ
る
と
考
え

る
。
こ
れ
は
や
は
り
我
々
に

と
っ
て
一
番
の
原
点
で
あ
る
」

と
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
ト
リ
プ
ル
改
定
が
間

近
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
受

け
、「
我
々
は
改
定
財
源
を
確

保
す
る
役
目
で
あ
り
、
そ
の
財

源
を
使
っ
て
公
益
社
団
法
人
が

し
っ
か
り
と
か
じ
を
切
っ
て
い

た
だ
く
。
そ
の
素
地
を
作
る
た

め
に
残
り
の
期
間
を
し
っ
か
り

と
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
た
。
最
後
に

４
月
に
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選

挙
に
つ
い
て
、「
安
定
し
た
医

療
の
た
め
に
は
安
定
し
た
政
権

が
大
切
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
は

政
権
安
定
の
た
め
に
大
き
く
影

響
す
る
要
素
が
多
々
あ
り
、
国

政
に
直
結
す
る
。
先
生
方
に
は

各
ご
地
元
で
し
っ
か
り
と
政
権

与
党
を
支
え
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
支
援
を
求
め
た
。

【
来
賓
挨
拶
】

◆
柳
川
忠
廣 

日
本
歯
科
医
師

会
副
会
長

　

歯
科
口
腔
保
健
法
の
改
正
に

つ
い
て
、「
歯
科
が
先
駆
け
て

で
き
た
基
本
法
で
あ
る
。
そ
の

改
正
に
皆
歯
科
健
診
の
内
容
を

載
せ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、

か
ね
て
よ
り
皆
さ
ん
と
一
緒
に

要
望
し
て
き
た
全
国
の
要
望
で

あ
る
か
ら
、
し
っ
か
り
具
体
化

さ
れ
て
実
効
性
が
あ
る
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
を
協
力
し
て
ま

い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。
Ｄ
Ｘ

に
つ
い
て
は
今
後
診
療
報
酬
改

定
の
Ｄ
Ｘ
も
待
ち
構
え
て
お
り

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
感
染
症
の
類
型
が
変
更
さ

れ
る
に
あ
た
っ
て
都
道
府
県
歯

科
医
師
会
に
今
後
の
消
毒
、
換

気
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
通
知

都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長
会
議

　

令
和
５
年
３
月
３
日
（
金
）
午
後
２
時
よ
り
歯
科
医
師
会
館
（
東
京
・
市
ヶ
谷
）
に
お
い
て

都
道
府
県
歯
科
医
師
連
盟
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
会
長
並
び
に
代
理
役
員
47
名
が

参
集
、
各
種
報
告
・
協
議
が
行
わ
れ
た
。

報
　
　
告

が
、
コ
ロ
ナ
対
応
と
い
う
こ
と

で
人
を
集
め
て
会
議
を
す
る
こ

と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
次
期
執

行
部
に
は
第
一
の
優
先
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
申
し
送
り
を
し
た
い
。
ま
た

会
員
の
た
め
に
ど
う
い
う
施
策

を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
デ

ン
タ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
活
用

い
た
だ
き
た
い
。

・
内
堀
典
保 

会
長
（
愛
知
県
）

　

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
、
こ
の
骨
子
案
の
中
に
「
協

議
会
の
設
置
」
と
い
う
文
言
を

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
山
田　

宏 

参
議
院
議
員

　

そ
う
い
う
方
向
で
附
則
を
付

け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

・
山
﨑
安
仁 

会
長
（
富
山
県
）

　

会
員
あ
っ
て
の
日
歯
連
盟
で

あ
る
た
め
、
日
歯
と
連
携
を

と
っ
て
会
員
に
プ
ラ
ス
に
な
る

よ
う
な
形
で
動
い
て
い
た
だ
き

た
い
。（
要
望
）

・
山
下 

智 

会
長
（
新
潟
県
）

　

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関

す
る
法
律
に
つ
い
て
、
健
診
の

受
診
率
が
低
い
ま
ま
で
こ
の
理

念
法
の
改
正
を
し
て
、
実
効
性

が
出
て
く
る
の
か
お
聞
き
し
た

い
。

・
山
田　

宏 

参
議
院
議
員

　

受
診
率
向
上
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
そ
の
検
査
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
る
法
改
正
を
し
な

い
と
効
果
が
な
い
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
骨
太
方
針
で
言
っ
て

き
た
こ
と
を
整
理
を
し
て
、
そ

の
中
で
半
永
久
的
な
方
針
と
し

て
確
定
さ
せ
る
の
が
第
一
の
目

的
で
あ
る
。
抱
え
て
い
る
課
題

が
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
訳
で
は

な
い
が
、
少
な
く
と
も
新
た
な

取
り
組
み
は
後
押
し
に
な
っ
て

い
く
と
考
え
る
の
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

⑴
時
局
対
策

　

浦
田
理
事
長
よ
り
都
道
府

県
・
市
町
村
議
会
に
お
け
る
歯

科
に
関
す
る
議
連
に
つ
い
て
の

報
告
と
お
願
い
、
ま
た
「
国
民

皆
歯
科
健
診
の
実
現
」
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て
の
提
案
説

明
が
あ
っ
た
。

・
阿
部
義
和 

会
長
（
岐
阜
県
）

　

日
歯
と
密
な
連
携
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
戦
略

的
に
国
民
、
厚
労
省
、
政
治
家

に
発
信
し
、
こ
れ
を
１
本
の
形

で
や
っ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
。（
要
望
）

・
細
谷
仁
憲 

会
長
（
宮
城
県
）

　

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
目

途
と
し
て
い
つ
ま
で
議
会
に
提

出
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

・
浦
田
理
事
長

　

議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
時

で
な
い
と
議
論
し
て
い
た
だ
け

な
い
の
で
議
会
の
開
催
に
合
わ

せ
て
協
議
の
う
え
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

⑵
そ
の
他

　

浦
田
理
事
長
よ
り
、
現
執
行

部
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
伴

い
、
各
都
道
府
県
に
対
す
る
発

信
文
書
等
を
原
則
メ
ー
ル
送
信

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
に

不
都
合
が
あ
る
場
合
の
対
応
は

進
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
の
説

明
と
お
願
い
が
あ
っ
た
。

　

大
山 

茂 

会
長
（
福
岡
県
）

よ
り
、
日
本
歯
科
医
師
連
盟
高

橋
会
長
宛
て
に
要
望
書
を
提
出

し
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
太
田
副
会
長
の
閉
会

の
挨
拶
で
会
議
は
終
了
し
た
。

高橋会長

柳川日歯副会長

山田参議院議員比嘉参議院議員

渡部会長

内堀会長

大山会長

山下会長阿部会長

細谷会長

都道府県歯科医師連盟会長会議

協
　
　
議

山﨑会長
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近
藤
晴
彦
委
員
長
（
以
下
、
近

藤（
晴
））　

本
日
は
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
先
ず
は
福
井

県
歯
連
盟
の
構
成
や
福
井
県
の

特
徴
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

前
川
彰
男
理
事
長
（
以
下
、

前
川
）　

福
井
県
歯
会
員
が

３
６
２
名
で
連
盟
会
員
が

２
７
６
名
、
組
織
率
は
76
％
と

全
国
的
に
も
高
い
方
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
県
歯
役
員
は
18
名
で

す
が
、
連
盟
は
各
地
区
の
会
長

も
理
事
と
し
て
入
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
関
係
で
役
員
は
25
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は
全

県
で
約
80
万
、
歯
科
診
療
所
が

２
８
８
と
全
国
で
も
下
か
ら
何

番
目
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

山
本
有
一
郎
会
長
（
以
下
、
山

本
）　

人
口
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
に
よ
り
県
民
が
纏
ま
り
や

す
い
と
感
じ
ま
す
。
我
々
の
団

体
と
し
て
も
行
政
関
係
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
、
事

業
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
る
意
味
、

県
民
性
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
あ
え
て
国
会
議
員
や

地
方
議
員
の
先
生
方
に
お
願
い

し
な
く
て
も
事
業
が
上
手
く
展

開
し
て
き
た
の
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

髙
木
毅
衆
議
院
議
員
（
以
下
、

髙
木
）　
い
い
意
味
で
福
井
県

は
コ
ン
パ
ク
ト
で
す
か
ら
常
に

み
ん
な
が
一
緒
な
の
で
す
。
知

事
も
県
議
会
議
員
も
我
々
国
会

議
員
も
、
そ
し
て
歯
科
医
師
連

盟
も
。
医
師
会
も
薬
剤
師
会
も

勿
論
一
緒
で
す
の
で
、
知
事
さ

ん
含
め
て
み
ん
な
で
福
井
県
全

体
を
押
し
上
げ
て
い
こ
う
と
い

う
空
気
感
が
物
凄
く
あ
る
と
思

い
ま
す
。

山
本　
私
が
会
長
に
就
任
し
半

年
後
に
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
感

染
が
広
が
っ
て
き
た
の
で
す

が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
方
法
に
つ
い

て
の
議
論
の
中
で
、
福
井
県
独

自
と
し
て
認
め
る
の
で
歯
科
医

師
に
も
協
力
し
て
欲
し
い
と
県

か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し

て
も
知
事
か
ら
「
医
師
会
も
接

種
を
認
め
る
よ
う
な
の
で
一
緒

に
協
力
し
て
欲
し
い
」
と
言
わ

れ
動
き
始
め
ま
し
た
。
非
常
に

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
し
た
。

髙
木　
互
い
の
会
長
の
地
元
が

同
じ
越
前
市
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
特
に
連
携
が
取
り
易
か
っ

た
の
か
と
思
い
ま
す
。

近
藤（
晴
）　
福
井
県
で
は
令
和

３
年
に
「
歯
と
口
腔
の
健
康
づ

く
り
推
進
条
例
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
ね
。

山
本　
条
例
の
制
定
は
日
本
で

は
最
後
で
し
た
。
以
前
か
ら
条

例
を
と
い
う
話
は
あ
り
ま
し
た

が
、「
健
康
日
本
21
」
の
前
年
に
、

90
歳
ま
で
健
康
に
生
き
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考

え
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
90
ヘ
ル
ス
」

と
い
う
計
画
が
福
井
県
で
立
て

ら
れ
ま
し
た
。
歯
科
に
対
し
て

も
そ
の
計
画
に
入
っ
て
お
り
予

算
も
付
い
て
い
た
の
で
県
行
政

も
我
々
も
条
例
制
定
は
必
要
な

い
と
い
う
見
解
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
「
福
井
県
だ
け
条

例
が
な
い
」
と
な
り
、
急
い
で

県
と
相
談
し
て
進
め
ま
し
た
。

そ
の
と
き
も
議
員
の
先
生
方
に

お
願
い
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
行
政
が
条
例
の
制
定
は

県
民
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
承

知
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

髙
木　
敦
賀
市
長
を
務
め
た
先

代
か
ら
ず
っ
と
歯
科
医
師
会
の

先
生
方
と
は
お
付
き
合
い
が
あ

り
ま
す
が
、
直
接
何
か
要
望
を

お
願
い
さ
れ
た
こ
と
は
無
い
と

思
い
ま
す
。
歴
代
会
長
さ
ん
は

じ
め
自
然
な
形
で
お
付
き
合
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

先
ほ
ど
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
90
ヘ

ル
ス
」
や
「
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
推
進
条
例
」
で
も
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
携
わ

る
皆
さ
ん
が
非
常
に
良
い
関
係

な
の
で
個
々
を
確
認
し
な
く
て

も
自
然
に
物
事
が
進
ん
で
い

く
。
そ
れ
は
長
い
歴
史
を
持
っ

て
お
付
き
合
い
し
て
い
る
か
ら

で
し
ょ
う
。

近
藤（
晴
）　
髙
木
先
生
、
歯
科

診
療
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

髙
木　
中
学
生
の
と
き
体
育
の

時
間
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
肘
打
ち

を
受
け
前
歯
を
折
っ
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。
差
し
歯
で
過
ご
し

て
き
ま
し
た
が
何
十
年
か
前
に

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を
し
ま
し

た
。
初
期
の
頃
の
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
今
で
も
何
と
か
使
っ

て
い
ま
す
。

　

90
歳
過
ぎ
ま
で
長
生
き
し
た

両
親
は
二
人
と
も

入
れ
歯
で
し
た
。

入
れ
歯
を
外
し
て

い
る
と
き
に
孫
が

遊
び
に
来
て
「
な

ん
や
そ
の
顔
」
と

笑
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
見
て

私
は
「
入
れ
歯
は

絶
対
嫌
だ
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
、

歯
の
メ
イ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

山
本　
法
律
化
さ
れ
て
い
る
歯

科
健
診
は
18
歳
の
高
校
生
ま
で

で
す
。
そ
こ
で
現
在
、
山
田
宏

議
員
が
中
心
と
な
り
国
民
皆
歯

科
健
診
の
議
論
が
進
め
ら
れ
議

員
立
法
、
法
制
化
の
方
向
で
動

い
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
髙
木
先
生
が
外
傷
で

歯
が
折
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
む
し
歯
や
歯
周
病
で

な
い
の
に
外
傷
で
歯
が
折
れ
た

り
抜
け
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

前
川　
昨
年
５
月
に
マ
ウ
ス
ガ

ー
ド
の
普
及
な
ど
を
目
指
す

「
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
を
支
援
す
る

議
員
連
盟
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

山
本　

ま
た
、
人
生
１
０
０

年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

１
０
０
歳
ま
で
生
き
て
い
く
た

め
に
は
し
っ
か
り
咬
ん
で
食
事

で
き
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ

れ
に
は
子
供
の
頃
に
如
何
に
む

し
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
す
よ
ね
。
福
井
県
で
は

フ
ッ
化
物
洗
口
を
取
り
入
れ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
藤
貢
副
会
長
（
以
下
、
近
藤

（
貢
））　

子
供
の
頃
に
フ
ッ
化

物
洗
口
す
る
こ
と
で
む
し
歯
が

少
な
く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
。

　

50
年
ほ
ど
前
に
新
潟
県
の
弥

彦
村
に
お
い
て
日
本
で
最
初
に

小
学
生
を
対
象
と
し
て
フ
ッ
化

物
洗
口
を
始
め
ま
し
た
。
当
時

12
歳
の
子
供
た
ち
は
現
在
60
代

半
ば
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
む

し
歯
の
数
が
全
国
平
均
と
比
べ

る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
の
で

す
。
フ
ッ
化
物
洗
口
は
全
国
で

取
り
組
み
始
め
て
お
り
、
本
県

は
少
し
出
遅
れ
た
感
が
あ
り
ま

す
が
、
今
年
に
入
り
知
事
に
も

ご
理
解
い
た
だ
き
進
め
る
準
備

が
整
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

髙
木　
歯
科
医
師
会
が
行
っ
て

い
た
８
０
２
０
運
動
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

か
？

近
藤（
貢
）　
８
０
２
０
運
動
が

は
じ
ま
っ
た
１
９
８
９
年
は
達

成
率
が
７
％
程
度
で
し
た
が
、

目
標
と
し
て
い
た
２
０
２
２
年

よ
り
５
年
以
上
も
早
く
50
％
を

達
成
し
ま
し
た
。
今
で
は
子
供

た
ち
に
歯
の
話
を
す
る
時
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
入
れ
歯
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

な
い
よ
う
で
す
。

髙
木　
世
間
で
は
歯
医
者
さ
ん

が
非
常
に
多
い
と
言
わ
れ
、
一

説
に
よ
る
と
コ
ン
ビ
ニ
よ
り
多

い
と
か
。
供
給
過
多
で
経
営
な

ど
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

山
本　
全
国
で
歯
科
医
療
が
行

き
届
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、

ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

た
だ
、
先
生
が
言
わ
れ
た

経
営
的
感
覚
で
い
き
ま
す
と
、

我
々
が
今
困
っ
て
い
る
の
は
物

価
高
の
こ
と
で
す
。
原
材
料
か

ら
電
気
代
ま
で
全
て
が
上
が
っ

て
い
る
中
、
我
々
は
一
律
で
決

ま
っ
た
公
定
価
格
で
経
営
を
し

て
い
ま
す
。
歯
科
医
師
の
多
い

少
な
い
と
い
う
よ
り
も
、
国
に

手
当
て
を
し
て
い
た
だ
か
な
い

と
経
営
が
成
り
立
た
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
一
点
。
80

歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
残
す
、

１
０
０
歳
で
自
分
の
歯
で
食
事

を
す
る
に
は
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
必
須
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
歯

科
衛
生
士
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
歯
科
衛
生
士
の
数
が
ま
だ
ま

だ
足
り
ま
せ
ん
。

　

口
腔
内
を
管
理
す
る
こ
と
に

よ
り
全
身
疾
患
が
減
り
医
療
費

が
落
ち
着
い
て
く
る
と
い
う
デ

ー
タ
は
出
て
い
ま
す
。
60
歳
ぐ

ら
い
ま
で
は
痛
く
て
も
何
と
か

食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
そ

の
後
、
急
に
ガ
タ
が
来
て
し
ま

う
。
我
々
歯
科
医
師
は
、
そ
こ

ま
で
読
め
る
の
で
し
っ
か
り
し

た
治
療
を
行
う
。

福
井
県
の
特
徴

条
例
制
定

〈
５
面
に
続
く
〉

　

18
回
目
の
「
都
道
府
県
か
ら
歯
科
医
療
を
語
る
」
は
、
福

井
県
２
区
選
出
の
髙
木
毅
衆
議
院
議
員
と
福
井
県
歯
科
医

師
連
盟
の
山
本
有
一
郎
会
長
、
近
藤
貢
副
会
長
、
前
川
彰
男

理
事
長
の
４
名
に
よ
る
座
談
会
の
形
式
で
福
井
県
に
お
け

る
歯
科
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

都道府県からから
歯科医療歯科医療を語るを語る

髙木　毅
衆議院議員（福井 2 区）

山本 有一郎
福井県歯科医師連盟

会長

第
18
回

（聞き手：近藤晴彦　日本歯科医師連盟広報委員長）

福 井 県

エ
ピ
ソ
ー
ド

歯
科
医
院
経
営
と

課
題

近藤　貢
福井県歯科医師連盟

副会長

前川 彰男
福井県歯科医師連盟

理事長
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〈
４
面
か
ら
の
続
き
〉

　

歯
科
は
厚
生
労
働
省
の
管

轄
に
あ
り
ま
す
が
、「
厚
生
省
」

と
「
労
働
省
」
が
一
緒
に
な
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
労
働
者
も
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。「
労
働

省
」
で
は
職
員
の
待
遇
改
善
、

給
与
ア
ッ
プ
を
し
な
さ
い
。
そ

れ
で
い
て
「
厚
生
省
」
で
は
こ

こ
で
締
め
ま
す
よ
。
こ
れ
で
は

我
々
は
一
体
ど
う
し
て
良
い
の

か
。

　

治
療
・
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

大
事
な
従
業
員
へ
の
給
与
ア
ッ

プ
が
で
き
る
よ
う
な
歯
科
医
院

経
営
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し

た
い
。

髙
木　
歯
を
健
康
に
保
っ
て
い

く
こ
と
で
全
体
の
医
療
費
を
抑

え
、
そ
し
て
健
康
の
ま
ま
最
期

を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
人
間
の

あ
る
意
味
理
想
で
す
。
ベ
ー
ス

と
な
る
の
は
自
分
の
歯
で
咬
ん

で
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
。
先

行
投
資
で
は
な
い
で
す
が
、
歯

科
に
色
々
と
光
を
当
て
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
ま
さ
に
持
続
可

能
な
社
会
に
な
る
と
思
い
ま
す

ね
。

山
本　
高
齢
者
の
多
く
は
、
自

分
の
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で

最
期
を
迎
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
す
る
た
め
に
は
訪
問
歯

科
診
療
が
大
切
で
す
。
た
だ
、

在
宅
医
療
は
診
療
時
間
中
に
出

掛
け
る
の
で
す
か
ら
な
か
な
か

大
変
で
す
。
我
々
歯
科
の
仕
事

は
外
科
的
な
診
療
も
多
く
、
ま

た
医
療
機
器
も
持
参
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
内
科
の
先
生

の
往
診
と
は
事
情
が
違
う
の
で

す
。

　

世
間
か
ら
見
る
と
歯
科
医
師

は
儲
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
み
ん

な
大
変
な
借
金
を
し
て
経
営
の

苦
し
い
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
診
療

を
し
て
い
る
の
で

す
。
で
は
何
の
た

め
に
診
療
し
て
い

る
か
と
言
え
ば
、

や
は
り
国
民
の
た

め
だ
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
ね
。

髙
木　

在
宅
診
療

と
い
う
と
余
り
大

袈
裟
な
機
器
は
持

っ
て
い
か
な
い
の

で
す
よ
ね
。

山
本　

福
井
県
で

は
県
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
治
療
に
必
要
な
機
器

は
全
て
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
診
療
室
を
閉
め
て
在

宅
診
療
に
行
く
わ
け
で
す
し
診

る
人
数
も
限
ら
れ
ま
す
。
治
療

も
１
回
で
済
む
と
も
限
り
ま
せ

ん
。

髙
木　
診
療
室
の
歯
科
用
の
ユ

ニ
ッ
ト
と
い
う
の
は
い
く
ら
ぐ

ら
い
す
る
の
で
す
か
？

近
藤（
貢
）　
か
な
り
の
額
の
も

の
で
す
が
、
現
在
で
は
歯
科
用

Ｃ
Ｔ
な
ど
新
た
な
機
器
へ
の
投

資
も
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
額
が

増
え
て
い
ま
す
。

髙
木　
投
資
額
も
多
い
と
休
診

に
し
て
在
宅
診
療
も
な
か
な
か

難
し
い
で
す
ね
。

山
本　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
は
歯

科
医
院
で
は
一
件
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
何
故
か
と
言
え
ば

我
々
は
コ
ロ
ナ
以
前
か
ら
感
染

症
に
対
し
て
物
凄
く
手
当
て
を

し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
す
べ

て
の
従
業
員
が
常
に
行
っ
て
き

た
こ
と
が
こ
の
結
果
に
繋
が
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

前
川　
肝
炎
や
エ
イ
ズ
な
ど
感

染
症
の
流
れ
の
中
で
治
療
を
行

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
当
然
と
言

え
ば
当
然
で
す
。
福
井
大
学
医

学
部
の
感
染
症
の
教
授
も
「
歯

科
が
行
っ
て
い
る
感
染
対
策
は

完
璧
で
す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

山
本　
そ
の
よ
う
な
努
力
を
し

な
が
ら
全
国
の
歯
科
医
師
は
医

院
を
経
営
し
て
い
る
の
で
す
。

次
の
世
代
に
継
い
で
い
く
た
め

に
も
、
も
う
少
し
希
望
が
持
て
、

歯
科
医
師
に
な
っ
て
良
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
業
界
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

髙
木　
我
々
が
子
供
の
頃
、
歯

科
医
院
は
行
き
た
く
な
い
と
こ

ろ
で
し
た
が
、
今
は
そ
の
よ
う

な
抵
抗
感
が
な
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

前
川　
今
で
も
障
害
を
持
つ
子

供
さ
ん
は
難
し
い
で
す
。

　

障
害
者
や
障
害
児
を
診
る
口

腔
保
健
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す

が
、
治
療
に
入
る
ま
で
何
日
も

掛
か
っ
た
り
し
ま
す
。
更
に
言

え
ば
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
来
ら
れ

る
方
は
ま
だ
良
い
の
で
す
が
、

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
は
セ

ン
タ
ー
ま
で
来
る
こ
と
も
出
来

な
い
の
で
訪
問
診
療
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
在
宅
で
レ
ス
ピ
レ

ー
タ
ー
を
付
け
て
い
る
方
や
子

供
さ
ん
に
生
き
る
喜
び
を
与
え

て
あ
げ
た
い
の
で
す
。

　

福
井
県
で
は
、
医
療
的
ケ
ア

者
の
歯
科
治
療
に
ど
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
始
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

髙
木　
歯
科
に
関
し
て
色
々
な

課
題
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
思
い
が
改
め
て
わ
か

り
ま
し
た
。
し
っ
か
り
受
け
止

め
ま
し
た
の
で
、
国
政
で
一
つ

で
も
二
つ
で
も
改
善
で
き
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
藤（
晴
）　
そ
の
国
政
の
話
で

す
が
、
現
在
、
髙
木
先
生
は
自

民
党
国
会
対
策
委
員
長
を
務
め

ら
れ
、
ま
た
派
閥
で
は
清
和
会

事
務
総
長
も
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
ね
。

髙
木　
国
会
で
は
日
々
何
か
が

起
こ
り
ま
す
。
国
対
委
員
長

は
、
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
最
小

化
し
て
国
会
を
止
め
ず
に
進
め

る
か
。
も
ち
ろ
ん
議
論
を
し
っ

か
り
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

が
、
全
体
を
見
な
が
ら
与
野
党

の
み
な
さ
ん
と
も
擦
り
合
わ
せ

を
し
て
、
な
る
べ
く
予
定
ど
お

り
に
法
案
を
参
議
院
に
送
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
国
対
委
員
長
を
し
な
が

ら
派
閥
の
事
務
総
長
を
兼
務
す

る
と
い
う
の
は
普
通
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
会
長
で
あ
っ

た
安
倍
元
総
理
が
亡
く
な
ら

れ
、
会
長
不
在
と
い
う
大
変
な

状
況
で
す
の
で
、
仲
間
の
期
待

に
沿
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

　

じ
つ
は
福
井
県
選
出
の
国
会

議
員
は
全
員
清
和
会
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
お
隣
の
石
川
県
選

出
の
森
元
総
理
の
影
響
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
が
、
安
倍
元
総

理
の
ご
先
祖
の
お
墓
が
福
井
県

小
浜
市
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も

関
係
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

伝
統
や
歴
史
・
繋
が
り
・
絆

な
ど
を
大
事
に
す
る
福
井
県
の

県
民
性
に
よ
り
県
内
選
出
の
国

会
議
員
は
一
致
団
結
し
て
行
動

で
き
る
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

　

８
期
連
続
当
選
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
更
に
国
対
委
員
長
ま
で

拝
命
し
、
政
府
・
与
党
の
真
ん

中
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
は
、
地
元
福
井
県
の

皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
し
、
そ
の

気
持
ち
を
絶
対
忘
れ
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
藤（
晴
）　
今
後
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自由民主党 衆議院議員
髙木　毅

昭和31年1月16日福井県敦賀市生（67歳）
福井２区（当選8回）

【略歴】　　
昭和49年３月　福井県立敦賀高等学校卒業
昭和53年３月　青山学院大学法学部卒業
昭和55年５月　高木商事株式会社代表取締役
平成８年１月	 (社)日本青年会議所北陸信越	
	 地区会長
平成12年６月	 福井県第三選挙区衆議院議	
	 員初当選
平成15年12月	 自由民主党遊説局長
平成17年11月	 防衛庁長官政務官
平成18年９月	 自由民主党副幹事長
平成19年９月	 自由民主党外交部会長
平成24年10月	 自由民主党国会対策委員会	
	 筆頭副委員長
平成25年８月	 衆議院議院運営委員長
平成25年９月	 国土交通副大臣
平成26年12月	 福井県第二選挙区　六期目	
	 当選
平成27年10月	 復興大臣　福島原発事故再	
	 生総括担当
平成29年11月	 衆議院原子力問題調査特別	
	 委員長
令和元年10月	 衆議院議院運営委員長
令和３年10月	 八期目当選
	 自由民主党国会対策委員長

福井県歯科医師連盟 会長
山本 有一郎

昭和26年7月26日生（71歳）

【略歴】
昭和52年３月		愛知学院大学歯学部卒業
［福井県歯科医師会］
平成９年４月～平成12年３月	 理事
平成12年４月～平成21年３月	 常務理事
平成21年４月～令和	元年６月	 専務理事
令和	元年６月～現在	 会長
［福井県歯科医師連盟］
平成９年４月～平成12年３月	 常任理事
平成12年４月～平成15年３月	 副理事長
平成15年４月～平成21年３月	 理事長
平成21年４月～平成25年６月	 副会長
平成25年７月～令和	元年６月	 常任理事
令和	元年７月～現在	 会長

福井県歯科医師連盟 副会長
 近藤    貢

昭和30年7月4日生（67歳）

【略歴】
昭和56年３月		日本大学歯学部卒業
［福井県歯科医師会］
平成12年４月～平成21年３月　理事
平成21年４月～令和	元年６月	 常務理事
令和元年６月～現在		 副会長兼
	 専務理事
［福井県歯科医師連盟］
平成12年４月～平成21年３月	 常任理事
平成21年４月～平成25年６月	 副理事長
平成25年７月～令和	元年６月	 常任理事
令和元年６月～現在	 副会長

福井県歯科医師連盟 理事長
 前川  彰男

昭和31年6月26日生（66歳）

【略歴】
昭和56年３月		神奈川歯科大学卒業
［福井県歯科医師会］
平成12年４月～平成21年３月　理事
平成21年４月～令和元年６月	 常務理事
令和元年６月～現在	 副会長
［福井県歯科医師連盟］
平成12年４月～平成21年３月	 常任理事
平成21年４月～現在	 理事長
［日本歯科医師連盟］
令和３年７月～現在	 理事

近藤（晴）委員長　  山本会長　   髙木衆議院議員　 近藤（貢）副会長　  前川理事長
※撮影のためマスクを外しております。

国
会
対
策
委
員
長

と
清
和
会
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日
本
歯
科
医
師
連
盟
は
、
歯
科
医
療
の
充
実
が
国
民
の
健
康

増
進
、
疾
病
の
重
症
化
予
防
に
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
結
果
的

に
国
民
医
療
費
が
抑
制
で
き
る
観
点
か
ら
、
日
本
歯
科
医
師
会

と
密
接
に
連
携
し
、
持
続
可
能
な
国
民
皆
保
険
制
度
の
た
め
の

事
業
を
展
開
す
る
。　

　

こ
の
基
本
方
針
を
実
現
す
る
た
め
に
歯
科
医
療
の
重
要
性
を

理
解
並
び
に
認
識
す
る
議
員
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、
各
種

政
策
に
反
映
さ
せ
社
会
へ
強
く
発
信
で
き
る
よ
う
に
注
力
す
る
。

令
和
５
年
度
は
依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
つ
い
て
警

戒
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
感
染
対
策
等
の
政

策
実
現
の
た
め
連
盟
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
課
題

で
も
あ
る
医
科
歯
科
格
差
の
是
正
を
含
む
適
正
な
診
療
報
酬
の

評
価
実
現
に
向
け
活
動
す
る
。

　

令
和
５
年
に
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い
て
は
会
員
立

候
補
者
を
中
心
に
、
連
盟
活
動
を
強
化
す
る
と
共
に
、
全
国
の

都
道
府
県
歯
連
盟
と
の
協
力
体
制
の
構
築
を
図
る
。

　

連
盟
の
組
織
活
動
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
顧
問
弁
護
士
を

十
分
に
機
能
さ
せ
る
と
共
に
透
明
性
を
確
保
す
る
。
ま
た
会
員

対
策
と
し
て
、
会
員
数
の
減
少
や
組
織
率
の
低
下
に
対
す
る
対

策
を
推
進
す
る
。「
政
治
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
今
年
度
も
継
続
し
て

行
い
、
会
員
の
政
治
論
や
選
挙
論
の
習
熟
を
通
じ
て
連
盟
活
動

へ
の
更
な
る
意
識
高
揚
を
図
る
。
同
時
に
日
本
歯
科
医
師
会
の

掲
げ
る
課
題
を
具
現
化
す
る
た
め
、
日
歯
連
盟
会
員
の
共
通
認

識
を
高
め
連
盟
活
動
を
推
進
す
る
。

　

以
上
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
左
記
の
諸
事
業
を
展
開
す
る
。

１．第27回参議院議員通常選挙と統一地方選挙並びに各種国政選挙への対応
 統一地方選挙について、会員立候補者を中心に本連盟及び都道府県歯科医師連盟の推薦候補への支援体 
 制を強化する。また令和７年の第２７回参議院議員通常選挙の準備のため、比例代表候補者選考に係る 
 対応を着実に進める。

２．国民皆歯科健診実現への支援
 政府の骨太の方針 2022 に記載された「いわゆる国民皆歯科健診」実現推進に向け、国民やマスコミなど 
 各方面に、より一層の理解が進むよう活動を進めていく。

３．地方自治体議員、首長選挙への支援
 都道府県歯科医師連盟から推薦依頼のあった候補者を規約・規則等に基づいて支援する。

４．日歯連盟主催『デンタルミーティング』開催の拡充推進
 政策推進部会活動計画に則り、日歯連盟主催並びに日歯連盟・都道府県歯科医師連盟共催の『デンタル 
 ミーティング』開催を強力に推し進める。また『デンタルミーティング』のみならず、郡市区歯科医師連 
 盟での『シティデンタルミーティング』を進める。

５．都道府県歯科医師連盟との連携強化及び『デンタルミーティング』開催への支援
 都道府県歯科医師連盟との相互協力を更に推進し、連携を強化すると共に、都道府県歯科医師連盟によ 
 る『デンタルミーティング』開催を支援し、推薦議員の歯科医療への理解を一層高めることに資する活動 
 を行う。

６．国会議員等のパーティーや各種勉強会への積極的な参加
 歯科への理解を更に深めてもらう啓発・普及活動を幅広く展開し、基本方針に掲げた目的を実現させる 
 ため、議員主催のパーティーや勉強会に積極的に参加し、また国会議員との懇談会なども行い、国民歯 
 科医療への理解促進に努める。

７．歯科に理解を示す国会議員との情報交換及び支援体制について
 本連盟の基本方針に則り、歯科に理解を示す衆参国会議員との緊密な連携を図り、円滑な政治活動を 
 支援する。

８．歯科医師議員連盟の組織の充実と連携の強化
 本連盟は歯科医療充実のため、会員である各種議員・首長で構成される同連盟の充実を図ると共に、連 
 携を強化する。

９．関係団体・機関との相互理解と協力の強化
 基本方針に掲げた目的を実現するため、政党をはじめ関係諸団体・機関との交流を深め、連携協力体制 
 を強化し、様々な活動を展開する。

10．全国歯科大学歯学部同窓・校友会との連携強化
 本連盟の基本方針に則り、全国歯科大学歯学部同窓・校友会と緊密な連携を更に推進する。

11．情報開示の推進、外部広報活動の推進
 『日歯連盟広報』、『ホームページ』、『Facebook』等各種媒体を拡充させ、本連盟の歯科医療に対する考え 
 方を国民等に広報する。特に外部広報に於いて一般マスコミ等への歯科医療の重要性の情報提供を更に 
 推進する。

【対外事業】

【対内事業】

令
和
５
年
度
　

事
業
計
画

第
１
号
議
案

正会員 23,000円（年額）

日本歯科医師連盟会計規則第14条の二に該当する正会員 11,500円（年額） 

注記：本年 6 月末日までに納入するものとする。

（自　令和5年4月1日／至　令和6年3月31日）

第2号議案

令和5年度会費の額並びに徴収時期１．日本歯科医師会との連携・協力
 公益社団法人日本歯科医師会との役員連絡協議会等を通じて共通認識を高め、連携強化を図る。

２．日歯連盟規約・規則・規程等の改正の検討　
 令和 4 年度に行った連盟規約・規則・規程の検証並びに検討を引き継ぎ、必要に応じた改正を行う。

３．会員増強活動の推進
 都道府県歯科医師連盟の協力を得て本連盟の基盤となる新入会員の入会促進を図ると共に、未入会対策 
 を強力に推進し、会員増強を図る。対象者を拡大した『デンタルミーティング』、小規模で身近な「シ 
 ティデンタルミーティング」もその一助となるように推進する。

４．政治・選挙セミナーの開催
 政治の意義、連盟活動の充実を目指し、都道府県歯科医師連盟の実務者や若手会員を対象に、各界講師 
 を招聘して政治論、選挙論や政治資金規正法・公職選挙法等も含めたセミナー勉強会を開催する。

５．広報活動の強化・推進
 『日歯連盟広報』、『ホームページ』或いは『メールマガジン』等を拡充して本連盟の活動状況等を、会員 
 に広報する。また業界紙などの媒体も活用して歯科医療従事者に対しても広報活動を展開する。

６．役員勉強会の開催
 歯科医療に係る国の政策決定過程を踏まえ、新たなる課題を解決するため、連盟活動の在り方等について、 
 役員間で知識・認識を共有する勉強会を開催する。

７．情報開示の適切な推進
 組織の意思決定・会務執行過程、予算執行状況等を様々なツールを利用し、今後も、より解りやすい形 
 での情報開示を進める。

８．事務局機能の体制強化　
 事務局の人材の適正配置・育成と効率化を進めているところである。今後も業務の増大が見込まれるため、 
 管理部、事業部の機能分化も含め、更に強化・推進する。

９．電子化による業務効率の改善とペーパーレス化の推進　
 会議等の効率化と、事務局内の文書や資料書類・請求書・掲示物などの資料を活用しやすいように電子 
 化して保存、保管を行うことで、業務効率の改善を図ることを、更に一段と推進する。

かかりつけ
歯科医を

持ちましょう！

1
口の

“ささいな衰え”に
気をつけましょう！

2
バランスのとれた

食事を
とりましょう！

3

お口の衰え オーラル
フレイル

歯科健診を受けましょう
日本歯科医師連盟

オーラルフレイル対策のために

オーラルフレイル（お口の衰え）は

全身的なフレイル（虚弱）のリスクに繋がります

健康な人生をおくるために

病気予防とともに

フレイル予防が重要です

食べる機能の障害

摂食嚥下障害

咀嚼障害

栄養障害
運動障害

要介護

4
第

レベル

咬合力低下
口唇・舌の機能低下

口腔不潔・乾燥

咀嚼機能・嚥下機能低下

低栄養
サルコペニア

口の
機能低下

3
第

レベル

食べこぼし
噛めない食品の増加

滑舌低下

むせ

食品多様性の低下
食欲低下

口のささいなトラブル

2
第

レベル

口の健康のリテラシーの低下
歯の喪失リスクの増加

不十分な口腔健康への関心

社会的フレイル
精神心理的フレイル

自発性の低下

1
第

レベル

通いの場で活かす

オーラルフレイル対応マニュアル

「リーフレット」

（公益社団法人 日本歯科医師会）

より引用

** サルコペニア︓加齢による筋肉量の減少および筋力の低下

* 身体的フレイル︓加齢による運動器 ( 骨、関節、筋 ) の機能低下

** サルコペニア︓加齢による筋肉量の減少および筋力の低下

* 身体的フレイル︓加齢による運動器 ( 骨、関節、筋 ) の機能低下

オーラルフレイルからの
新規発症リスク
身体的フレイル
サルコペニア
要介護認定
総死亡リスク

2.4
1倍

2.1
3倍

2.3
5倍

2.0
9倍

*

**
ささいな  衰え見逃さず 健康長寿” ” 、

日歯連盟広報第 166 号　令和 5年 5月 15 日付［付録］

日歯連盟広報166号特別付録

診療室に貼ってご利用ください！

オーラルフレイル（お口の衰え）
は全身的なフレイル（虚弱）
のリスクに繋がります

健康な人生をおくるために
病気予防とともに

フレイル予防は重要です
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科　　目 令 和 5 年 度
予 算

令 和 4 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 259,220,000 253,872,000 

 第一項
役 員 報 酬 ・ 
賞 与 ・
傷 害 保 険 料

109,751,000 109,089,000 

 第二項 評 議 員 委 員 等
傷 害 保 険 料 1,284,000 1,284,000 

 第三項 職 員 人 件 費 88,668,000 83,250,000 

 第四項 光 熱 水 費 ・ 
備 品 消 耗 品 費 11,870,000 12,273,000  

 第五項 事 務 所 費 47,647,000 47,976,000  
第二款 政 治 活 動 費 707,890,000 682,655,000 
 第一項 評 議 員 会 費 18,639,000 18,639,000 
 第二項 会 長 会 議 費 19,109,000 19,109,000 

 第三項 常 任 理 事 会 ・
理 事 会 費 25,481,000 25,481,000 

 第四項 諸 会 議 費 39,828,000 39,311,000 
 第五項 連 絡 協 議 会 費 2,529,000 2,529,000 

 第六項 時 局 対 策
本 部 会 費 2,000 2,000 

 第七項 選 挙 対 策 推 進
本 部 会 費 1,488,000 1,488,000 

 第八項 監 事 会 費 1,051,000 1,051,000 

 第九項 会 務 運 営
関 係 費 10,351,000 8,070,000 

 第十項 医 政 対 策 費 248,776,000 248,776,000  

 第十一項 地 方 政 治
活 動 費 193,427,000 193,098,000 

 第十二項 交 際 費 15,100,000 15,100,000 
 第十三項 旅 費 30,679,000 30,679,000 
 第十四項 広 報 費 48,880,000 57,272,000 
 第十五項 調 査 研 究 費 1,550,000 1,050,000 
 第十六項 寄 附 金 50,000,000 20,000,000 
 第十七項 雑 費 1,000,000 1,000,000 
第三款 繰 出 金 102,609,000 81,548,000 

 第一項 政 治 活 動 運 営
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 

 第二項 選 挙 関 係 管 理
会 計 繰 出 金 50,001,000 42,001,000 

 第三項
役 員 退 職
金 積 立 金
会 計 繰 出 金

27,500,000 27,500,000 

 第四項
運 営 基 金
積 立 金
会 計 繰 出 金

25,107,000 12,046,000 

科　　目 令 和 5 年 度
予 算

令 和 4 年 度
予 算

第一款 会 費 967,136,000 965,492,000 
 第一項 当 年 度 会 費 963,136,000 961,492,000 
 第二項 過 年 度 会 費 4,000,000 4,000,000 
第二款 寄 附 金 1,000 1,000 
 第一項 寄 附 金 1,000 1,000 
第三款 雑 収 入 2,582,000 2,582,000 
 第一項 広 告 収 入 2,571,000 2,571,000 
 第二項 預 金 利 息 10,000 10,000 
 第三項 雑 入 1,000 1,000 
第四款 繰 入 金 収 入 100,000,000 100,000,000 

 第一項 運営基金積立金
会 計 繰 入 金 100,000,000 100,000,000 

当 年 度 収 入 合 計 1,069,719,000 1,068,075,000 

第五款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 50,000,000 0 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 50,000,000 0 

収　　入　　合　　計 1,119,719,000 1,068,075,000 

収入の部

支出の部

第3号議案

第4号議案

第7号議案

第5号議案

（自　令和5年4月1日／至　令和6年3月31日）

（自　令和5年4月1日／至　令和6年3月31日）

（自　令和5年4月1日／至　令和6年3月31日）

（自　令和5年4月1日／至　令和6年3月31日）

令和5年度一般会計収支予算

令和5年度政治活動運営会計収支予算

令和5年度運営基金積立金会計収支予算

令和5年度選挙関係管理会計収支予算

科　　目 令 和 5 年 度
予 算

令 和 4 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 1,000 1,000 
 第一項 一般会計繰入金 1,000 1,000 
第二款 雑 収 入 1,000 1,000 
 第一項 預 金 利 息 1,000 1,000 
当 年 度 収 入 合 計 2,000 2,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 90,000 90,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 90,000 90,000 

収　　入　　合　　計 92,000 92,000 

科　　目 令 和 5 年 度
予 算

令 和 4 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 50,001,000 42,001,000 
 第一項 一般会計繰入金 50,001,000 42,001,000
第二款 雑 収 入 10,000 10,000 
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 
当 年 度 収 入 合 計 50,011,000 42,011,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 193,601,000 181,042,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 193,601,000 181,042,000 

収　　入　　合　　計 243,612,000 223,053,000 

科　　目 令 和 5 年 度
予 算

令 和 4 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 1,000 1,000 
第二款 政 治 活 動 費 1,000 1,000 
第三款 繰 出 金 1,000 1,000 

 第一項 運営基金積立金
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 

第四款 予 備 費 89,000 89,000 
 第一項 予 備 費 89,000 89,000 

支　　出　　合　　計 92,000 92,000 

科　　目 令 和 5 年 度
予 算

令 和 4 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 1,000 1,000 
第二款 政 治 活 動 費 37,100,000 49,600,000 
 第一項 選 挙 関 係 費 37,100,000 49,600,000 
第三款 繰 出 金 1,000 1,000 

 第一項 運営基金積立金
会 計 繰 出 金 1,000 1,000 

第四款 予 備 費 206,510,000 173,451,000 
 第一項 予 備 費 206,510,000 173,451,000 

支　　出　　合　　計 243,612,000 223,053,000 

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

科　　目 令 和 5 年 度
予 算

令 和 4 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 25,107,000 12,046,000 
 第一項 一般会計繰入金 25,107,000 12,046,000
第二款 雑 収 入 10,000 10,000 
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 
当 年 度 収 入 合 計 25,117,000 12,056,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 1,701,149,000 1,596,334,000 

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 1,701,149,000 1,596,334,000 

収　　入　　合　　計 1,726,266,000 1,608,390,000 

科　　目 令 和 5 年 度
予 算

令 和 4 年 度
予 算

第一款 経 常 経 費 53,610,000 1,000 
 第一項 役員退職慰労金 53,610,000 1,000 
第二款 予 備 費 75,831,000 101,942,000 
 第一項 予 備 費 75,831,000 101,942,000 

支　　出　　合　　計 129,441,000 101,943,000 

科　　目 令 和 5 年 度
予 算

令 和 4 年 度
予 算

第一款 繰 出 金 100,000,000 100,000,000
 第一項 一般会計繰出金 100,000,000 100,000,000 
第二款 予 備 費 1,626,266,000 1,508,390,000 
 第一項 予 備 費 1,626,266,000 1,508,390,000 

支　　出　　合　　計 1,726,266,000 1,608,390,000 

第6号議案

（自　令和5年4月1日／至　令和6年3月31日）

令和5年度役員退職金積立金会計収支予算

科　　目 令 和 5 年 度
予 算

令 和 4 年 度
予 算

第一款 繰 入 金 27,500,000 27,500,000 
 第一項 一般会計繰入金 27,500,000 27,500,000
第二款 雑 収 入 10,000 10,000 
 第一項 預 金 利 息 10,000 10,000 
当 年 度 収 入 合 計 27,510,000 27,510,000 

第三款 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 101,931,000 74,433,000 

収入の部

収入の部

支出の部

支出の部

第四款 予 備 費 50,000,000 50,000,000 
 第一項 予 備 費 50,000,000 50,000,000 

支　　出　　合　　計 1,119,719,000 1,068,075,000 

日本歯科医師連盟
令和5年度各会計収支予算

　本連盟第147回評議員会で可決した令和5年度の5会計の
収支予算は次のとおり。
　なお、会計期間は令和 5年 4月1日から令和 6年 3月31日 
まで。

（※紙面の関係上、各会計予算の摘要欄は割愛させていただ
きました）

 第一項 前 年 度 繰 越
収 支 差 額 101,931,000 74,433,000 

収　　入　　合　　計 129,441,000 101,943,000 

　

シ
リ
ー
ズ
第
９
弾
は
、
前
回
に
続
き
議
員
バ
ッ
ジ
の
ヒ

ミ
ツ
に
つ
い
て
ミ
ニ
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
お
届
け
し
ま
す
。

議
員
記
章
（
徽
章
）
は
、
市
町
村
は
じ
め
各

種
の
議
会
選
挙
に
当
選
し
た
議
員
が
そ
の
品

位
を
保
持
し
身
分
を
証
明
す
る
た
め
に
議
会
か
ら
交
付

さ
れ
着
用
す
る
も
の
で
、
国
会
で
本
会
議
場
に
入
る
際

は
必
携
で
し
た
ね
。
記
章
の
形
や
大
き
さ
は
、
議
会
に

よ
り
異
な
る
の
で
す
か
!?

国
会
議
員
の
記
章
は
、
直
径
20
ミ
リ
の
台
座

に
絹
製
ビ
ロ
ー
ド（
添
毛
織
物
）を
巻
き
付
け
、

中
央
に
金
属
製
11
弁
菊
花
紋
章
が
配
さ
れ
厚
み
を
有
し

威
厳
が
漂
う
作
り
と
な
っ
て
お
る
。
地
方
議
会
の
記
章

は
、
自
治
体
に
よ
り
材
質
と
意
匠
が
様
々
な
一
方
、
全

国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
や
市
議
会
議
長
会
な
ど
が
制

定
し
た
全
国
共
通
の
記
章
を
採
用
し
て
い
る
自
治
体
も

少
な
く
な
い
。
大
き
さ
は
、
国
会
よ
り
若
干
小
さ
め
で

あ
る
こ
と
が
多
い
の
ぉ
。
ま
た
、
最
近
は
物
価
高
騰
を

受
け
記
章
の
仕
様
を
見
直
す
議
会
も
あ
る
よ
う
じ
ゃ
な
。

議
員
記
章
も
い
ろ
い
ろ
な
ん
で
す
ね
～
。

衆
参
で
違
い
は
!?

台
座
の
直
径
は
ど
ち
ら
も
同
寸
だ
が
、
菊

花
の
紋
章
は
参
議
院
の
ほ
う
が
僅
か
に
大

き
く
、
そ
れ
を
覆
う
生
地
が
衆
議
院
は
赤
紫
色
、
参

議
院
は
紺
色
な
の
が
見
た
目
の
違
い
じ
ゃ
。
金
属
部

分
は
、
衆
議
院
が
真
鍮
金
メ
ッ
キ
に
対
し
、
参
議
院

が
銀
地
金
に
金
張
り
と
材
質
も
異
な
る
の
じ
ゃ
よ
。

へ
え
～
、
こ
ん
ど
議
員
さ
ん
に
お
目
に
か

か
っ
た
際
は
、
襟
元
を
よ
く
観
察
し
て
み

ま
す
。

ち
な
み
に
昭
和
38
年
に
制
定
さ
れ
た
日
歯

の
会
員
徽
章
は
、
歯
数
と
同
じ
28
本
の
放

射
状
デ
ザ
イ
ン
に
純
金
張
り
／
中
央
に
ホ
ワ
イ
ト
サ

フ
ァ
イ
ア
を
配
し
て
い
る
の
じ
ゃ
よ
。

金
属
の
英
雄
で
あ
る
純
金
と
ダ
イ
ア
モ
ン

ド
並
み
に
硬
い
宝
石
か
ぁ
～
。
伝
統
的
な

歯
科
器
材
を
彷
彿
と
さ
せ
る
仕
様
で
す
ね
ぇ
。
勉
強

に
な
り
ま
し
た
！

議員バッジ
の秘密 Vol.2

意外と知らない !? シリーズ 9
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歯学生のための歯学生のための
健康科学
 第３版 第３版
　健康科学が扱う領域は、公衆衛生学、環境保健学、栄養学、疫学、社会医学、衛生行政、医療管理、医療情報、社会保障論、
社会福祉論、行動医学など多岐に渡っており、衛生学系講義の中でも基盤知識を構築する大切な科目です。
　第３版では新しい監修者、執筆者を迎え、歯科医学を初めて学ぶ学生に必要な最新情報をわかりやすくまとめました。

歯科衛生士学生・歯科技工士学生にもおすすめ！歯科衛生士学生・歯科技工士学生にもおすすめ！

マ
ス
ク
は
、
我
々
医
療
人

に
と
っ
て
は
身
近
な
存

在
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
改
め
て
マ
ス
ク
の
有
効

性
必
要
性
が
重
視
さ
れ
る
一

方
、
長
時
間
の
マ
ス
ク
着
用
に

よ
る
偏
頭
痛
、
肌
荒
れ
、
幼
い

子
供
た
ち
に
お
い
て
は
相
手
の

表
情
が
見
え
ず
感
情
育
成
の
妨

げ
に
な
る
な
ど
マ
ス
ク
の
弊
害

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
私
は
動
物
と
し

て
の
人
間
を
考
え
た
場
合
、
匂

い
香
り
を
感
じ
る
機
能
を
マ
ス

ク
着
用
に
よ
っ
て
最
大
限
活
用

で
き
な
い
こ
と
が
非
常
に
気
に

な
っ
て
い
る
。

　
嗅
覚
は
原
始
的
な
感
覚
で
太

古
の
昔
夜
闇
の
中
で
獣
か
ら
身

を
守
る
た
め
獣
の
匂
い
を
察
知

し
た
り
、
食
物
の
腐
敗
、
毒
を

判
断
す
る
な
ど
生
命
維
持
に
係

っ
て
い
る
。
香
り
の
記
憶
は
五

感
の
中
で
唯
一
、
嗅
覚
細
胞
、

嗅
球
を
介
し
て
大
脳
辺
縁
に
直

接
つ
な
が
っ
て
い
て
視
覚
や
聴

覚
と
は
違
う
。

　
塩
素
の
匂
い
が
プ
ー
ル
で
泳

い
だ
こ
と
、
セ
ル
ロ
イ
ド
の
匂

い
は
お
人
形
、
夏
の
蚊
取
り
線

香
、学
生
時
代
の
部
屋
の
匂
い
。

香
り
は
そ
の
人
を
そ
の
時
代
に

連
れ
戻
し
て
自
伝
的
記
憶
を
呼

び
起
こ
し
て
く
れ
る
。
現
在
、

香
り
を
利
用
し
た
認
知
症
の
検

査
や
治
療
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
私
は
20
年
以
上
前
、
ワ
イ
ン

の
勉
強
で
多
く
の
香
り
の
サ
ン

プ
ル
を
使
い
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

の
訓
練
を
し
た
。
様
々
な
花
や

果
実
、
植
物
、
鉱
物
。
す
で
に

知
っ
て
い
る
香
り
を
再
確
認
し

て
す
ぐ
言
葉
で
表
現
で
き
る
よ

う
技
を
磨
く
の
で
あ
る
。

　
香
り
は
人
類
を
幸
せ
に
し
て

く
れ
る
。
食
物
を
咀
嚼
し
て
口

腔
内
か
ら
鼻
腔
に
香
り
を
届
け

嗅
細
胞
が
感
知
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
食
を
楽
し
む
。
進
化
し
た

人
類
の
み
が
味
わ
え
る
豊
か
さ

の
一
役
を
担
っ
て
い
る
の
が
歯

科
医
療
従
事
者
で
あ
る
こ
と
を

誇
り
に
思
う
。

　
全
国
の
歯
科
医
院
を
訪
ね
る

と
診
療
所
特
有
の
香
り
が
あ

る
。
自
分
の
診
療
所
の
香
り
は

感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の

で
あ
る
が
、
薬
品
、
消
毒
剤
、

ワ
ッ
ク
ス
、
あ
る
い
は
使
用
し

て
い
る
ア
ロ
マ
等
々
。
そ
の
診

療
の
現
場
の
香
り
が
毎
日
白
衣

を
着
て
い
た
こ
ろ
の
私
を
想
い

出
さ
せ
、
歯
科
界
の
た
め
に
が

ん
ば
ろ
う
と
い
う
私
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
っ
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
。

　
香
り
の
記
憶
を
楽
し
む
た
め

に
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
に
早

く
戻
る
よ
う
何
を
す
べ
き
か
皆

で
考
え
て
い
こ
う
。

�

【
つ
づ
く
】

人
と
し
て歯科

医
師
と
し
て

政
治
家
と
し
て

人
と
し
て歯科

医
師
と
し
て

政
治
家
と
し
て

成
す
べ
き
こ
と

成
す
べ
き
こ
と
４

香
り
の
記
憶

投票日 選挙名 氏      名 年齢 現・新 出身大学

4月9日 千葉県議会議員選挙 鷲見 隆仁 44 新 日本歯科大学 
（新潟）

4月9日 岐阜県議会議員選挙 平野 恭子 48 現 奥羽大学

4月9日 島根県議会議員選挙 中島 謙二 66 現 岐阜歯科大学 
（現 朝日大学）

4月9日 千葉県千葉市議会 
議員選挙 阿部　 智 47 現 東京歯科大学

4月23日 北海道帯広市議会 
議員選挙 大和田三朗 58 現 東日本学園大学

（現 北海道医療大学）

4月23日 栃木県宇都宮市議会 
議員選挙 塚田 典功 64 現 日本大学（松戸）

4月23日 東京都台東区議会 
議員選挙 石川 義弘 69 現 鶴見大学

4月23日 東京都北区議会 
議員選挙 永沼 克之 54 現 明海大学

4月23日 神奈川県伊勢原市議会 
議員選挙 萩原 鉄也 56 元 神奈川歯科大学

4月23日 岐阜県大垣市議会 
議員選挙 岩井 哲二 67 現 岐阜歯科大学 

（現 朝日大学）

4月23日 岐阜県関市議会 
議員選挙 長尾 一郎 62 現 岐阜歯科大学 

（現 朝日大学）

ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！ザ・選挙情報！
　統一地方選挙として全国各地で首長並びに地方議員の選挙が行われ、本連盟が
推薦し当選された会員候補者は以下の通りです。
　おめでとうございました。

　今後予定されている都道府県首長選、政令市長選の日程を紹介します。

第 20 回統一地方選挙　日本歯科医師連盟推薦候補者（会員）
当選者一覧

地
域
の
歯
科
医
療
は
今
後
大
丈
夫
か

　
「
国
民
皆
歯
科
健
診
」
に
予
算
が
つ
き
実
現
に
向
か
っ
て
も
、
地
域

で
の
歯
科
医
療
の
提
供
体
制
が
不
安
定
な
ら
ば
意
味
が
な
い
。

　

無
歯
科
医
地
区
の
拡
大
、
介
護
施
設
や
在
宅
で
の
歯
科
医
療
、
障
害

児
者
へ
の
歯
科
医
療
、
病
院
歯
科
と
地
域
で
の
医
科
歯
科
連
携
、
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
応
の
拡
大
、
災
害
時
の
歯
科
保
健
医
療
、
歯
科
衛
生

士
不
足
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
今
後
の
歯
科
医
療
の
提
供

体
制
の
不
安
を
解
消
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま

ず
今
後
の
歯
科
提
供

体
制
の
状
況
を
予
測
し

各
地
域
の
課
題
を
把
握

し
、
計
画
的
に
課
題
の

解
決
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
大
事
だ
。

国
の
予
算
が
活
用
さ
れ
な
い

　

国
は
昨
年
度
か
ら
「
医
療
提
供
体
制
構
築
推

進
事
業
」
と
し
て
、
各
都
道
府
県
で
今
後
の
歯

科
医
療
提
供
体
制
の
構
築
の
た
め
の
調
査
検
討

を
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
約
２
億
５
千
万
円

の
予
算
を
組
み
今
年
度
も
同
額
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
予
算
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
６
９
０
万

円
を
上
限
と
し
て
国
が
補
助
し
、
都
道
府
県
が
主
体
と
な
っ
て
歯
科
医

療
提
供
体
制
に
つ
い
て
の
検
討
を
専
門
家
や
関
係
者
の
参
加
（
当
然
歯

科
医
師
会
も
含
む
）
の
も
と
で
行
い
、
そ
の
検
討
結
果
を
６
年
ご
と
に

各
県
で
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
医
療
計
画
の
「
歯
科
分
野
」
に

反
映
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
大
変
重
要
な
予
算
だ
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
表
①
の
よ
う
に
昨
年
の
各
都
道
府
県
の
補
助
金

申
請
件
数
は
６
県
だ
け
、
予
算
執
行
率
約
３
％
と
い
う
状
況
で
、
申
請

額
で
も
１
０
０
万
円
以
下
の
県
も
あ
り
「
一
体
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
疑
問
符
が
つ
く
。

歯
科
界
か
ら
県
に
強
く
要
望
を
！

　
「
手
挙
げ
方
式
」
の
こ
の
予
算
の
申
請
を
都
道
府
県
が
行
っ
て
い
な

い
主
な
理
由
は
、
こ
の
予
算
の
存
在
と
趣
旨
を
ま
だ
各
県
の
担
当
者
が

理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
各
地
域
の
歯
科
界
が

知
事
や
県
の
担
当
者
に
こ
の
予
算
の
活
用
を
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

　

今
年
度
の
医
療
計
画
の
改
定
に
は
間
に
合
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
３
年
ご
と
の
中
間
見
直
し
に
は
間
に
合
う
は
ず
だ
。

も
う
一
つ
の
大
事
な
予
算

都
道
府
県
で
の「
歯
科
医
療
提
供
体
制
構
築
推
進
事
業
」

歯
科
医
で
な
い「
歯
科
議
員

歯
科
議
員
」が
挑
む
！

参
議
院
議
員
　
山
田
　
宏

⑰

1 岩手県 181,000
2 新潟県 540,000
3 長野県 1,257,000
4 静岡県 5,000,000
5 山口県 1,193,000
6 福島県 219,000

計 8,390,000

表①「歯科医療提供体制構築推進事業」
令和 4 年度交付決定額（都道府県別）

（単位：円）

※令和4年度予算額	256,732千円

投票日 選　挙　名 都道府県

6月4日 青森県知事選挙 青森県

6月4日 堺市長選挙 大阪府

参議院議員

比嘉なつみ


